
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省エネや廃棄物削減など環境負荷低減を目的としたカイゼン活動に取り組んでいます。 
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● 電力使用量 

事業活動における電力使用量は富山工場では

5,273千 kwh（前年度比：-0.6％）でした。こ

れはコンプレッサなどの省エネによる影響で

す。富山第二工場は 7,302千 kwh（前年度比：

-4.9％）でした。これは生産数量減少

(-16.7％)、省エネ型コンプレッサ導入などに

よるものです。 

● CO2排出量 

事業活動における CO2排出量は富山工場では

4,281t-co2（前年度比：-3.3％）でした。富山

第二工場では 6,725t-co2（前年度比：-15.5％）

でした。両工場共にボイラ燃料を LPGから都市

ガスと変更したことが大きく影響しています。 

 

● 燃料（原油換算）使用量 

事業活動における燃料使用量は富山工場では

439kl（前年度比：-6.0％）でした。これは空

調機の稼働時間の減少が影響しています。富山

第二工場では 1,023kl（前年度比：-17.2％）で

した。これは高効率ボイラ導入などによるもの

です。 

 

１０ 

● 総エネルギー（原油換算）使用量 

事業活動における総エネルギー（原油換算）

使用量は富山工場では 1,795kl（前年度比：

-2.0％）でした。これは空調機の稼動時間の

減少が影響しています。富山第二工場では

2,902kl（前年度比：-9.6％）で高効率ボイ

ラなどの省エネ機器導入によるものです。 
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